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特集「インタラクションの理解および基盤・応用技術」
の編集にあたって

水口 充1,a)

本特集号は，2014年 2月 27日～3月 1日に日本科学未

来館で開催されたシンポジウム「インタラクション 2014」

（大会委員長：増井俊之，プログラム委員長：水口充）に連

動して企画しました．

シンポジウム「インタラクション」はヒューマンコン

ピュータインタラクション研究会，グループウェアとネッ

トワークサービス研究会，ユビキタスコンピューティング

システム研究会，エンタテインメントコンピューティング

研究会（2011年より）の 4研究会の主催で，1997年より

毎年開催しています．対象分野は人と人工物，および人工

物を介した人と人のインタラクションに関する研究全般

で，基礎理論，要素技術から応用まで多岐にわたっていま

す．本シンポジウムは，査読により精選された登壇口頭発

表（シンポジウムでは一般講演と呼称）とデモンストレー

ションを主体とした対話発表（シンポジウムにおいてはイ

ンタラクティブ発表と呼称）から構成されています．最先

端の研究の発表が聴ける，また体験できる場として好評で，

この数年は 600名を超える参加者を集めるまでに発展して

きました．

インタラクションに関連する研究は進歩が早いことか

ら，タイムリーな論文化の機会を提供することが非常に重

要です．そこでシンポジウムの開催時期にあわせて本特集

号を企画しました．ゲストエディタにはシンポジウムのプ

ログラム委員長を務めた著者が就任し，シンポジウムのプ

ログラム委員ほかインタラクション研究に関わりの深い研

究者を編集委員に迎えました．

採否判定の方針は，採択率を意識することなく論文誌

ジャーナルの判定基準で，読者にとって価値のある論文を

採択することとしました．投稿数は 21件で，ここ数年の

投稿数と比べると少ない結果になりましたが，最終的に 13

件の論文を採択しました．採択率 61.9%は高い値ですが採

択基準を緩和したのではなく，むしろ査読者による評価の

高いものが多かったことから質の高い特集号になったとい

えます．

また採録論文の対象分野は，基礎的な理論と分析，デバ
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イスの開発，インタラクション処理手法，応用と実践，新

規コンセプトの提案，と多岐にわたっています．インタラ

クションは非常に幅広い研究分野ですので本特集号だけで

全貌を把握することはできませんが，研究動向を俯瞰でき

る内容になったと思います．

本特集号がインタラクションという研究分野のマイルス

トーンとして，当該研究分野に関係する読者の方々にとっ

て価値あるものとなることを願っています．また，これま

で直接的には関わってこられなかった方々におきまして

も，本特集号を通じてシンポジウムにも興味を持っていた

だき，口頭および対話による発表，あるいは聴講参加くだ

さることを期待しています．

最後に，ご投稿いただいた著者の皆様，編集にご尽力い

ただいた幹事・編集委員の皆様，丁寧な査読にご協力いた

だいた査読者の皆様，本特集号の機会を与えていただき編

集を支援いただいた論文誌編集委員会と学会事務局の皆様

に深く感謝いたします．
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